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議事(２) 重点プロジェクトについて 

重点プロジェクトは、復興まちづくりにおける目標の実現に向けて、３つの方

針ごとに重点的かつ優先的に取り組むべき施策やそれぞれの方針に共通する施策

をまとめたものです。 

復興まちづくり計画では、６つの重点プロジェクトを設定し、施策を展開して

いきます。 
 

プロジェクト名    

①：大火に負けない消防力の強化プロジェクト ★   

②：大火を防ぐまちづくりプロジェクト ★  ★ 

③：糸魚川らしいまちなみ再生プロジェクト ★ ★  

④：にぎわいのあるまちづくりプロジェクト  ★  

⑤：暮らしを支えるまちづくりプロジェクト   ★ 

⑥：大火の記憶を次世代につなぐプロジェクト ★ ★ ★ 

 

 

 

 

 

 

 

【各プロジェクトの位置づけ】 

災害に強い 
にぎわい 
のある 

住み続け 
られる 

①大火に負けない 
消防力の強化 

災害に強いまち 

住み続けられるまち にぎわいのあるまち 

②大火を防ぐ 
まちづくり 
 

③糸魚川らしい 
まちなみ再生 
 

④にぎわいの 
あるまちづくり 
 

⑤暮らしを支える 
まちづくり 
 

 資料Ｎｏ．３ 

⑥大火の記憶を 
次世代につなぐ 
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①：大火に負けない消防力の強化プロジェクト 

目 的 被災地を含む密集市街地での延焼防止に向けた消防基盤の拡充・整

備とあわせ、消防体制の強化や自主防災組織など地域住民も含めた地

域防災力の向上により、総合的に消防力を強化します。 

主 な 施 策  ・奴奈川用水や海水などの活用検討 

 ・消火栓、防火水槽の増強 

 ・常備消防及び消防団の装備や体制の強化 

 ・関係機関、団体との応援協定の締結 

 ・防災意識の醸成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 主 体  住民、自治会、事業者、市 

■実施スケジュール 
 

 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 33 年度 

     
奴奈川用水や海水
などの活用検討 

 
 

    

消火栓、防火水槽の 
増強 

 
 

    

常備消防及び消防
団の装備や体制 
の強化 

 
 

    

関係機関、団体との 
応援協定の締結 

 
 

    

防災意識の醸成 
 
 

    

 

 

 

▲奴奈川用水の活用 ▲公園下を活用した防火水槽の整備 

防火水槽 

整備計画策定 
      ・整備 

整備計画策定 

 

整備 

協定締結 

整備計画策定 
      ・整備 

整備計画策定 

 

整備・活用 

▲消防装備の強化 

年度 
施策名 

装備の充実 体制の強化 

出前講座等の実施 

 

展開期 整備期 計画期 
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②：大火を防ぐまちづくりプロジェクト 

目 的 本町通りを延焼遮断帯として機能させるとともに、地区全体の建築

物の不燃化を促進します。また、市道の拡幅や防災上有効な公園等の

整備などにより、延焼の拡大を防止し、他の災害にも強いまちをつく

ります。 

主 な 施 策 ・本町通りにおける延焼遮断帯の形成 

・建築物の不燃化に対する支援 

・市道の拡幅(延焼防止や緊急車両の通行)と敷地の再編 

・延焼を防止し住民の集いの場となる公園・広場の整備 

・防災公園の整備（マンホールトイレ、備蓄倉庫などを併設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 主 体 住民、事業者、市 

■実施スケジュール 

 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 33 年度 

     
本町通りにおける 
延焼遮断帯の形成 

 
 

    

建築物の不燃化に 
対する支援 

 
 

    

市道の拡幅と 
敷地の再編 

     

延焼を防止し住民 
の集いの場となる 
公園・広場の整備 

     

防災公園の整備 
     

▲延焼遮断帯のイメージ 

 

 

  

▲かまどベンチ 

▲備蓄倉庫 ▲マンホールトイレ ▲防災公園 

要綱等作成～ 
都市計画手続 

都市計画決定 
～運用開始・建築 

用地買収 
・設計 

工事 

工事 

用地買収 
・設計 

 
用地買収 

・設計 

工事 

実施 
制度内容 

・検討 

年度 
施策名 展開期 整備期 計画期 
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③：糸魚川らしいまちなみ再生プロジェクト 

目 的  歴史的街道であった本町通りにおいて、雁木を含むまちなみ景観や

酒蔵を含む魅力的な地域資源などを生かした、糸魚川らしいまちなみ

景観の再生を推進します。 

主 な 施 策 ・雁木の再生に向けた支援 

・地場産材等を活用した復興モデル住宅の推奨 

・外装に統一感をもった住宅や店舗の建築への支援 

・道路や歩道の美装化 

・無電柱化の推進   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 主 体 住民、事業者、市 

■実施スケジュール 
 

 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 33 年度 

     
雁木の再生に 
向けた支援 

 
 

    

地場産材等を活用 
した復興モデル 
住宅の推奨 

 
 

    

外観に統一感をも
った住宅や店舗の
建築への支援 

 
 

    

道路や歩道の 
美装化 

 
 

    

無電柱化の推進 
 
 

    

▲被災地近隣に残る雁木のまちなみ ▲無電柱化のイメージ 

（牧之通り：新潟県南魚沼市） 

工事 
調査 
・設計 

工事 設計 

ガイドライン等作成
～都市計画手続 

都市計画決定 
～運用開始 

ガイドライン等作成
～都市計画手続 

都市計画決定 
～運用開始 

実施 

年度 
施策名 展開期 整備期 計画期 
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④：にぎわいのあるまちづくりプロジェクト 

目 的 事業者の早期の事業再建を支援するとともに、中心市街地のにぎわ

いを高めるため、観光客、市民及び地域住民が集う新たなにぎわい創

出拠点を整備します。 

主 な 施 策 ・防災とにぎわいの拠点施設の整備 

（大火の記憶を伝える防災メモリアル機能、子育てや福祉に関する相

談窓口機能、教育相談や学習支援のための機能、移住に関する相談

窓口機能、外部人材を活用した中間支援機能などを検討） 

・商店街等のにぎわい創出事業 

・ビジネスチャレンジ支援事業の拡充 

・観光協会と連携した防災等の視察ツアーの実施 

・日本海を生かした長野県方面からの誘客強化  

 

                             

 

 

 

 

 

実 施 主 体 事業者、商店街、商工団体、市 

■実施スケジュール 

 

 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 33 年度 

     
防災とにぎわいの 
拠点施設整備 

 
 

    

商店街等のにぎわい 
創出事業 

 
 

    

ビジネスチャレンジ 
支援事業の拡充 

 
 

    

観光協会と連携した 
防災等の視察ツアー 
の実施 

 
 

    

日本海を生かした長
野県方面からの誘客
強化 

 
 

    

 
 

 

▲にぎわいの拠点施設の整備のイメージ 

(御殿堰：山形県山形市) 
▲まちなかの にぎわいの広場のイメージ図 

ツアー実施 

旅行会社との調整 

拡充内容の 
検討 

支援事業の実施 

にぎわい創出事業の実施 

広域観光連携・大糸線利用促進・松本糸魚川連絡道路整備促進 

年度 
施策名 

基本設計・実施設計・工事・拠点施設運営 
機能の検討 
運営事業者の検討 

展開期 整備期 計画期 
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⑤：暮らしを支えるまちづくりプロジェクト 

目 的 幅広い世代が安心して生活できる住環境を提供するとともに、コミ

ュニティ豊かにいきいきと住み続けられるまちをつくります。 

主 な 施 策 ・公営住宅の整備（福祉施設等の連携を検討） 

・復興まちづくりカフェの継続（地域づくりプランの策定を支援） 

・生活再建のための金融等の支援（借入への利子補給、固定資産税等

の負担軽減、住宅再建に対する支援） 

・生活支援相談員の配置 

・健康づくりへの支援（医療介護費の一部助成、施設使用料の軽減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

実 施 主 体 住民、事業者、市 

■実施スケジュール 
 

 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 33 年度 

     

公営住宅の整備 
 
 

    

復興まちづくり 
カフェの継続 

 
 

    

生活再建のための 
金融等の支援 

     

生活支援相談員の 
配置 

 
 

    

健康づくりへの支援 
 
 

    

         

   

▲低層平屋建ての公営住宅 ▲１階に福祉施設を併設した共同住宅 

（富山県射水市 リアン放生津） 

実施 

相談員配置 

医療費助成等 

 
住宅再建支援 

利子補給 

年度 
施策名 

機能検討、設計、工事、供用開始 

展開期 整備期 計画期 
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⑥：大火の記憶を次世代につなぐプロジェクト 

目 的 大火の記録を後世に伝えるために、防災・にぎわい拠点施設に防災

メモリアル機能を導入し、防災活動拠点や防災教育・啓発の場とする

とともに、被災地を中心に大火の記憶を伝承するツール(仕掛け)づく

りを推進します。 

主 な 施 策 ・防災とにぎわいの拠点施設の整備(再掲) 

・復興まちづくり版マンホール蓋への更新 

・映像等を用いた防災教育の推進 

・防火と大火の記憶を受け継ぐ植樹の促進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 主 体 住民、自治会、市 

■実施スケジュール 

 
 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 33 年度 

     
復興まちづくり版 
マンホール蓋への 
更新 

 
 

    

映像等を用いた 
防災教育の推進 

 
 

    

防火と大火の記憶を
受け継ぐ植樹の促進 

 
 

    

 

 

▲火災シミュレーター（横浜市民防災センター） 

▲ちびっこ消防士(イメージ) ▲災害シアター(イメージ) 

       実施 

  蓋取替え工事 ﾃﾞｻﾞｲﾝ検討 

情報整理 

 

生活支援 

実施・支援 

樹種検討等 

年度 
施策名 展開期 整備期 計画期 



重点プロジェクト施策箇所図
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本町通り商店街

市道の拡幅（計画路線）

敷地の再編（検討エリア）

幹線道路・生活道路

自然水利

金融機関

医療施設

公園・広場

寺院・神社

集会施設

史跡

凡　例

Ｎ

□ 本町通りにおける延焼遮断帯の形成
□ 建築物の不燃化に対する支援
□ 市道の拡幅と敷地の再編
□ 延焼を防止し住民の集いの場となる公園・広場の整備
□ 防災公園の整備

□ 奴奈川用水や海水等の活用検討
□ 消火栓、防火水槽の増強
□ 常備消防及び消防団の装備や体制の強化
□ 関係機関、団体との応援協定の締結
□ 防災意識の醸成

①　大火に負けない消防力の強化プロジェクト

□ 雁木の再生に向けた支援
□ 地場産材等を活用した復興モデル住宅の推奨
□ 外装に統一感をもった住宅や店舗の建築への支援
□ 道路や歩道の美装化
□ 無電柱化の推進

③　糸魚川らしいまちなみ再生プロジェクト

□ 防災とにぎわいの拠点施設の整備
□ 商店街等のにぎわい創出事業
□ ビジネスチャレンジ支援事業の拡充
□ 観光協会と連携した防災等の視察ツアーの実施
□ 日本海を生かした長野県方面からの誘客強化

④　にぎわいのあるまちづくりプロジェクト

□ 公営住宅の整備
□ 復興まちづくりカフェの継続
□ 生活再建のための金融等の支援
□ 生活支援相談員の配置
□ 健康づくりへの支援

⑤　暮らしを支えるまちづくりプロジェクト

□ 防災とにぎわいの拠点施設の整備（再掲）
□ 復興まちづくり版マンホール蓋への更新
□ 映像等を用いた防災教育の推進
□ 防火と大火の記憶を受け継ぐ植樹の促進

⑥　大火の記憶を次世代につなぐプロジェクト

②　大火を防ぐまちづくりプロジェクト

□は計画対象地域全体で取り組む施策
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